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小﨑 学

例会プログラム

第27回 1月27日 通算2172回

１．握手挨拶

２．開会点鐘

３．ソング

４．会長挨拶

５．例会状況報告

６．委員会報告

７. 幹事報告

８．クラブ討論会

９．閉会点鐘

例会状況報告

1月20日 通算2171回

・会員数 ６７名

・出席免除者数 １５名

・出席者数 ５３名

・出席率 ８８．３３％

1月6日 通算2169回（修正）

・会員数 ６７名

・出席免除者数 １５名

・補填者 ６名

・出席率 １００％

会長の時間

【髙野会長】

今から三十年ほど前、私は造園業の仲間とともに業界
の組合を立ち上げました。集まったメンバーは皆、私
より年長で、父親世代の方も多くおられました。定期
的に顔を合わせる中で、ある方から「墓参りは大切に
したほうがいい。行くと良いことがある」と勧められ
ました。当時の私は、自分を理屈派だと思っており、
正直なところ半信半疑で、その言葉を深く受け止める
ことはありませんでした。

その後、さまざまな事情を経て、自分の家の墓を構えることになり、
それを機に、毎月墓参りを続けるようになりました。気がつけば二十
年以上が経ちます。不思議なことに、この間を振り返ると、大きな波
はあっても、全体としては物事が比較的うまく運んできたように感じ
ています。

なぜそう感じるのかを考えると、先祖や霊的な存在というよりも、
「感謝の心」に気づかされたことが大きいのではないかと思っていま
す。感謝の気持ちを持って人に向き合うと、それが相手にも伝わるの
か、よい関係を築くことができます。また、感謝の気持ちを持って物
事に向き合うと、同じような出来事であっても前向きに受け止められ
るようになります。その積み重ねが、結果として良い流れにつながっ
ているのではないかと感じています。

お客様紹介

・プラスシーブイ株式会社 代表取締役 横溝 裕一 様

ビジター紹介

・米山奨学生 潘 梓桐 さん
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例会状況報告

【出席委員会】
稲生委員
・出席報告

【ニコニコ委員会】
宮坂委員

・ニコニコ報告

委員会報告

【国際奉仕委員会 吉田委員長】
・2026年1月18日開催されした、第3回青少年交換派遣予定学生研修会
の報告

＊派遣予定学生とお母さまの3名で出席して参りました。午前中は、本
年度の受け入れ学生との交流を行い、午後からは、実務的なセミナー
で丸一日、ボリュームの有る研修会でした。

【職業奉仕委員会 松岡委員長】
・「AIや最新技術に触れる施設見学会」の参加案内
2026年2月5日（木）8:30～15:30
集合場所：近鉄大和西大寺駅南口ロータリー8:30集合
見学施設 5GXLAB OSAKA

IATC/RoBo&Peace
住所 大阪市住之江区南港北2-１-10 ATCビルITM棟
＊本日が申し込みの最終日になっております。ご返事がまだの方は、
お帰りの際に受付に置いてある、出欠表のご記入をお願いします。

神社というのはお願いをしに行くのではなく、感謝を捧げに行くところだと聞きます。
私は趣味で山登りをしますが、登山の際には、麓の神社と頂上の祠で手を合わせ、まず
はこれまで何とかやってこられたことを感謝し、そして登山の無事を祈ります。この一
連の行為も、感謝と祈りを通して、自分の心を整えているのだと思います。

以前、宗教学を専門とされる方のお話を伺った際、「囚われない心の大切さ」について
学びました。何かに固執せず、物事をそのまま受け止めることが、心を楽にし、結果と
して人を成長させるのだと感じています。

昨年、身近な人から悩みを打ち明けられたことがありました。話を聞いていく中で、周
囲への不満や期待が心を重くしていることが分かりました。そこで、感謝の視点を持つ
ことの大切さを伝え、時間をかけて向き合いました。しばらくして、その人から「気持
ちが楽になった」と聞いたとき、改めて心の持ちようの大切さを実感しました。

私自身、まだまだ至らない点は多くありますが、残りの任期も、感謝の心を忘れずに会
長職を務めていきたいと考えております。
日頃より支えてくださっている皆さまに、心より感謝申し上げます。今後ともどうぞよ
ろしくお願いいたします。 詳しくは動画をご覧ください。
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米山特別寄付表彰者への感謝状贈呈及び米山功労クラブの感謝状披露

【高野会長より、表彰者に感謝状の贈呈】
第9回米山功労者 植村將史君
第8回米山功労者 多田 実君
第7回米山功労者 宮西正伸君
第6回米山功労者 倉田智史君
第4回米山功労者 市田富久夫君・辻本和弘君・森山斗福君
第1回米山功労者 植原賢治君・金田智仁君

米山奨学生奨学金授与

【潘 梓桐（ハン シトウ）さん】
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幹事報告

【鈴木幹事】

【回覧】
・2.5 職業奉仕見学会の出欠表 本日最終
・3.10 第3回親睦ゴルフコンペ出欠表
・4.4/5 2650地区、地区大会出欠表

【配布】
・第7回定例理事会、議事録（修正版）
・ハイライトよねやまVol.310 全員状差し メール済
・台北国際大会フライヤー

結婚記念日・誕生日のお祝い

【親睦活動委員会】

乾杯の挨拶

【野崎副会長】

はじめに、結婚記念日ならびにお誕生日を迎えられた皆さま、誠におめで
とうございます。心よりお祝い申し上げます。

乾杯に先立ちまして、安岡正篤氏の「日用心法 十五ヶ条」の中から、第
十条から第十二条をご紹介いたします。

第十条では、仕事や生活に満足を感じられないときこそ、自分に強みとな
る専門性や社会に役立つ能力を磨いているかを省みることの大切さが説か
れています。

第十一条では、自分のためだけでなく、人の役に立つ教養や人間的な深みを追求し、思
いやりをもって視野を広げることが大切であると述べられています。

そして第十二条では、人に対して親切で誠実に接しているか、真心をもって人を大切に
しているかが問われています。

この三ヶ条を通して語られているのは、有能である以前に、人として成長することの大
切さであり、私自身も改めて心に留めたい教えであると感じております。

それでは、乾杯に移らせていただきます。
会員の皆さまのご健康とご健勝、そして本日のひとときが和やかな交流の場となります
ことを祈念いたしまして、乾杯。
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卓 話

卓話講師：プラスシーブイ株式会社 代表取締役 横溝 裕一 様
テーマ：時代は「AI元年」！～AIは“すべての仕事”の味方になる～

詳しくは動画をご覧ください。

ニコニコ箱 合計 27,000円 累計 2,139,000円

髙野治君 プラスシーブイ株式会社 代表取締役 横溝 裕一 様、本日の卓話、宜しくお
願いいたします。

鈴木譲君 プラスシーブイ株式会社 代表取締役 横溝 裕一 様、本日の卓話、よろしく
お願いいたします。

飯田二昭君 卒寿の誕生日を祝っていただき有難うございました。吉田さんお世話にな
り有難うございました。

松岡浩治君 横溝先生、本日はありがとうございます。本日の卓話楽しみにしておりま
した。よろしくお願いいたします。

武藤廣茂君 先週は、クラブよりお見舞いを頂きありがとうございました。お陰様で快
方に向かっております。

ニコニコ協力 市田富久夫君 田村英樹君
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今後の予定

・2月 3日(火) 卓話
卓話者：奈良先端科学技術大学院大学 理事 副学長 加藤 博一 様
卓話タイトル：大学発スタートアップの取組

・2月10日(火) 休会
・2月17日(火) 卓話

卓話者：奈良県赤十字血液センター 所長 櫻井 嘉彦 様
・2月24日(火) 休会

●会報・雑誌委員会

堀内眞治 植原賢治 金田智仁 古尾憲司

◆例会休会・変更のお知らせ◆

＜橿原ロータリークラブ＞
・2月13日（金）休会（定款8条1－Cによる）
・2月20日（金）変更 やまとまほろばRCとの合同夜間例会の為、変更 →2月19日（木）
※ビジター受付は2月20日（金）のみ12:00～12:30まで、橿原RC事務局（奈良県薬業会館
内）にて行います。

＜やまとまほろばロータリークラブ＞
・2月12日（木）休会（定款第7-1-d）
※ビジター受付は行いません
・2月19日（木）橿原RCと合同夜間例会の為 時間・場所変更

時間：18:00～ 場所：橿原神宮「養正殿」
※ビジター受付は、当日12:00～12:30 事務局（桜井市桜井194-2 駅前グリーンビル
502）にて行います

・2月26日（木）休会（定款第7-1-d）
※ビジター受付は行いません


